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平成２７年度岩手県消防協会事業計画 

 東日本大震災や様々な大規模災害を経験し、さらに近い将来の大規模な地

震が懸念されるなど、地域防災力の重要性が増大している。 
 こうした中、岩手県消防協会は、平成２６年４月１日から公益財団法人と

して新たにスタートしたところである。 
本年は、大正４年１１月１日に内務大臣の認可を得て「財団法人岩手県消

防義会」を設立して以来、記念すべき１００周年を迎えることとなり、記念

式典等の記念事業を実施する。 
当協会の事業については、地域防災力の充実強化等を図るため、防火防災

思想の普及啓発、消防団員の確保及び消防職・団員の育成強化事業等を推進

するとともに、岩手県婦人消防連絡協議会及び岩手県幼少年婦人防火委員会

に助成等を行い、婦人消防協力隊・婦人防火クラブ及び幼少年消防クラブ等

と一体的に防火思想の普及啓発活動に努めるものとする。 
 

○ 公益目的事業１ 
Ⅰ 防火防災思想の普及啓発事業 
 １ 防火思想普及事業 
  (1) チラシ「防火の知識」の作成配布 

<平成２７年１０月中旬> 
    県民の防災思想普及の啓蒙を図るため、「秋季全国火災予防運動」に

併せ、平成２７年版チラシ「防火の知識」を作成し、市町村並びに関係

団体等に配布する。 
(2) 機関紙「消防岩手」の発行 

     日本消防協会の補助を受け、機関紙「消防岩手」を年６回発行し、

消防団並びに消防本部等に配布する。 <３，５５０部印刷> 
   (3)  機関誌「日本消防」の配布 

日本消防協会の機関誌「日本消防」を消防団長等の教養資料等に資す

るために配布する。(３５部購入・１４０部は無償配布) 
(4) 岩手県婦人消防連絡協議会による防火思想普及活動助成 

県内の婦人消防協力隊及び婦人防火クラブ員による防火思想の普及

啓発を図るとともに、組織拡大と育成強化を図るために活動助成金とし

て３０万円を交付する。 
   ア 隊長・会長研修会 

<平成２７年４月１９日（日）岩手県立総合防災センター> 
     婦人消防協力隊長、婦人防火クラブ会長等の資質の向上を図るこ

とを目的として開催する研修会に協力する。 
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   イ 婦人消防等指導者研修会（共催事業） 
<平成２７年１２月６日（日）、７日（月）・ホテル「千秋閣」> 

     自主防災組織の中核をなす婦人消防等の民間防火組織の拡充強化

及びその資質向上を図ることを目的として、当協会と岩手県婦人消

防連絡協議会、岩手県幼少年婦人防火委員会の主催及び日本防火・

防災協会の共催により「平成２７年度婦人消防等指導者研修会」を 
開催する。 

  (5)  岩手県幼少年婦人防火委員会による防火思想普及活動助成 
     県内の幼少年消防クラブ及び婦人消防協力隊・婦人防火クラブ員に

よる防火思想の普及啓発を図るとともに、組織の拡大と育成強化を図

るために活動助成金として２０万円を交付する。 
   ア 定例表彰 
     ９月１日の防災の日に表彰基準に基づき火災予防意識の高揚及び

啓発に多大な貢献をされ、他の模範となる優良幼年、少年消防クラ

ブ及び優良婦人消防協力隊、婦人防火クラブ及び優良幼少年クラブ

指導者等を表彰する。 
   イ 火災予防広報事業 
     幼年、少年消防クラブ員の活動に資するため、火災予防グッズを

各地区の幼少年防火委員会あてに配布する。 
(6) 記念防火講演会 

    ＜平成２７年１１月１日(日)・盛岡グランドホテル（１００周年記念

事業）＞ 
    消防職・団員としての教養を高め、より地域社会の信頼を得ること

を目的に１００周年記念事業の記念式典に併せて開催する。 
   (7) 岩手県婦人消防連絡協議会の事務協力 
      組織の充実と強化を図るとともに、相互の連帯協調のもとに全県的

な火災予防活動を進めることにより、安全で住みよい郷土づくりに貢

献することを目的に結成されている岩手県婦人消防連絡協議会の事

務を行う。 
(8) 岩手県幼少年婦人防火委員会の事務協力 

     岩手県内の幼少年消防クラブ及び婦人防火クラブの育成強化を図り、

火災予防思想の普及向上に努めるとともに、本県の火災予防の推進に

寄与することを目的に結成されている岩手県幼少年婦人防火委員会の

事務を行う。 
   (9) 岩手県消友会の事務協力 
     退職消防長、消防団長及び婦人消防協力隊長・婦人防火クラブ会長

が、消防人であったことを誇りに持って、会員相互の親睦等を図るこ

とを目的に結成されている岩手県消友会の事務を行う。 
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 ２ 岩手県消防殉職者慰霊祭 
  (1)  岩手県消防殉職者慰霊祭 
        ＜平成２７年１０月１９日（月）・エスポワール岩手・盛岡城跡公園

二ノ丸＞ 
    消防殉職者及び消防協力者の功績を称え、その遺徳を偲ぶとともに、

先人の犠牲をむだにすることなく、防火防災に関する知識の向上に努

め、安全な消防活動等による地域防災力の向上を誓う事業として岩手

県の後援で、ご遺族、知事、市長会会長等の来賓及び当協会役員、関

係者が参列して挙行する。 
  (2) 岩手県消防殉職者遺族会の事務協力 
     岩手県内において、消防職・団員として勤務し、殉職した者及び消

防協力者のご遺族を会員とする岩手県消防殉職者遺族会の事務を行

う。 
 
Ⅱ 消防功労者の顕彰 
 １ 平成２７年度岩手県消防協会定例表彰式 

<平成２８年３月１７日(木)・岩手県民会館大ホール> 
   消防職・団員が長年の消防防災活動に従事した功績、消防協力団体並

びに一般の方々が火災等の災害発生時に消火や人命救助等に協力した功

績を顕彰し、災害対応等への消防活動に対する住民の理解醸成及び防火

防災意識の向上、消防職・団員の連携の強化と士気の高揚を図り、安全

な県土を構築する事業として、岩手県と共催により実施する。 
  ア 岩手県消防協会会長表彰 

(ｱ) 竿頭綬 (該当団)   
(ｲ) 「功労章」 
(ｳ) 「功績章」  
(ｴ) 「表彰状」  ・岩手県消防協会役員功労賞(該当者) 

・婦人消防協力隊員・婦人防火クラブ員表彰   
・消防団事務担当功労賞  (該当者) 

  イ 岩手県消防協会会長感謝状 
(ｱ)  一般協力団体    
(ｲ)  内助功労賞  

 ２ 第５７回岩手県民の警察官・消防職団員表彰式 
<平成２７年１０月２７日（火）・盛岡劇場｢メインーホール｣> 

   産経新聞及び岩手めんこいテレビ主催により、県内の警察官並びに消

防職・団員で、火災予防活動、災害警戒や災害活動など功績が顕著であ

り、また、社会奉仕活動等などにも積極的に参加している消防職・団員

の審査及び表彰に協力する。 
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Ⅲ 消防団員の確保及び育成強化事業 
 １ 消防団員確保事業 
   社会経済の変化や少子高齢化等に伴い、消防団員数の減少で地域防力

の低下が懸念されていることから、消防団員の確保を図り安心・安全な

まちづくりに寄与する事業として、消防団員募集や消防団活動等につい

てのＰＲ活動を岩手県消防学校が行う「消防体験まつり」の開催に併せ

て行う。 
 ２ 災害支援事業 
   大規模な火災、地震、洪水等が発生した場合に、消防団員が迅速に活 

動できるように、消防資機材や支援金の交付等の支援活動を行う。 
  ３ 消防操法競技会事業 

(1)  第２２回全国女性消防操法大会 
<平成２７年１０月１５日(木)・横浜市消防訓練センター> 

    日本消防協会が女性の消防隊の消防技術向上と士気の高揚を図り、

もって地域における消防活動の充実に寄与することを目的に開催する

全国大会に出場する岩手県代表隊に訓練及び出場助成金を交付する。 
  ４ 消防団員の育成強化 
  (1) 平成２７年度消防団員等幹部研修会 
    <平成２８年１月下旬・ホテル「千秋閣」> 
    消防団組織の育成強化、消防団の幹部職員としての資質の向上を図

ることを目的として開催する。 
  (2)  総合的現地教育訓練指導 
     消防団等が開催する消防演習、特別点検及び各種訓練・行事等に会

長等が出席し、消防関係者を激励する。 
 (3) 消防救助技術岩手県大会への補助事業 

<平成２７年７月３日(金)・岩手県消防学校> 
岩手県消防長会が消防職員の救助技術の訓練成果を披露するととも

に、より高度な救助技術を取得することを目的に開催される「第３９回

消防救助技術岩手県大会」の運営費の一部として補助金を交付する。 
５ 日本消防協会が実施する事業等への協力、参加助成 

    消防殉職者慰霊祭、消防操法大会、消防団員の研修事業等に参加する

経費の一部を助成するとともに、参加協力する。 
   (1) 第３４回全国消防殉職者慰霊祭 

<平成２７年９月１０日(木)・ニッショーホール> 
(2) 第２２回全国女性消防操法大会 

<平成２７年１０月１５日(木)・横浜市消防訓練センター> 
  (3)  第４２回消防団幹部特別研修 
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<平成２８年１月１２日(火)～１５日(金)・日本消防協会> 
   (4) 第１５回消防団幹部候補中央特別研修<日本消防会館> 
    (ｱ) 男性消防団員の部 

<平成２８年２月３日(水)～５日(金)> 
       (ｲ)  女性消防団員の部 

<平成２８年２月１７日(水)～１９日(金)> 
   (5) 第６８回日本消防協会定例表彰 

<平成２８年３月８日(火)・ニッショーホール> 
   (6)  女性消防団員研修事業 

<平成２７年１０月２９日（木）佐賀県佐賀市> 
     女性消防団員の育成と消防団活性化に資するとともに、地域住民

に対し防火意識の高揚を図ることを目的として開催される「第２１

回全国女性消防団員活性化佐賀大会」に女性消防団員等が参加する。 
(7)  消防団員指導員研修事業 

<平成２７年１２月１８日(金)～１９日(土)・岩手県消防学校> 
       地域防災の中核としての役割を果たす消防団員の任務の重要性に

鑑み、これら消防団幹部としての防災技術の向上を図るために、日

本消防協会が都道府県単位に実施する「平成２７年度消防団員指導

員研修」を岩手県消防学校の幹部教育と併せて共催で実施する。 
 

○ 公益目的事業２ 
 １ 岩手県立総合防災センターの運営管理受託業務 
   岩手県の委託を受けて、県民に対する防災・啓発を図ることなどの岩

手県立総合防災センターの運営管理等の委託業務を実施する。 
 
○ 収益事業 

１ 消防団員福祉共済事業 
   消防職・団員が死亡又は障害を受けた場合に、その家族の生活を守る 

等、消防職・団員等の福祉の増進を図るために消防団員福祉共済事業の事 
務に協力する。 

２ 婦人消防隊員福祉共済事業 
   協同互助の精神の下に本制度への加入を推進し、婦人消防隊員、婦人 

防火クラブ員の活動の活性化と福祉の向上を一層進めることを趣旨とし 
た婦人消防隊員福祉共済事業の事務に協力する。 

 ３ 生活協同組合全日本消防人共済会関係（消防団員火災共済事業） 
   全国の消防職・団員等の福利厚生を図るために、協同互助の精神に基

づく共済制度を確立し、組合員の不慮の災害を保障するとともに、その

生活の文化的、経済的改善向上を期することを目的とした消防団員火災
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共済事業の事務に協力する。 
４ 消防個人年金事業 

   消防職・団員の老後の生活の安定と福祉の向上に資するための消防個 
人年金事業の事務に協力する。 

 ５ 斡旋事業 
 日本消防協会が実施している消防団手帳、消防職・団員幹部職章や記念 
事業等で販売する記念 T シャツ等について、岩手県分の斡旋及び取りま 
とめの業務等に協力する。 

 
○ その他の事業１（相互扶助等事業） 
 １ 岩手県危険物安全協会連合会の事務受託 
   岩手県危険物安全協会連合会が県内の各地区支部を通じて、危険物の

取扱い技術の向上及び施設の改善、危険物に起因する災害の防止に努め

ることを目的として実施する危険物安全推進大会、危険物事業者や従業

員の表彰、危険物取扱者試験準備講習、会報の発行、研修事業等の事務

について、その受託事務を行う。 
  
○ その他の事業２（相互扶助等事業） 
１ 初任消防団員教育訓練事業 

岩手県より委任を受け、初任消防団員の資質の向上と消防体制の強化を

図ることを目的として教育訓練を地区支部等単位に実施する。 
 ２ 福祉増進事業 

日本消防協会から「健康福祉増進事業」として受託し、消防職・団員の 
健康の保持のための健康器具等を市町村消防団に配布する。 

 ３ 岩手県消防協会設立１００周年記念事業 
   大正４年に設立以来、１００周年を迎えることから、記念式典・記念

祝賀会の開催、記念誌の発行等の記念事業を実施する。 
 
○ 法人関係 
 １ 会議関係 

本会運営のために諸会議を開催するほか、関連機関の開催する会議に関

係者が出席する。 
  (1) 岩手県消防協会各種会議 
   ア 会長・副会長・業務執行理事会議  イ 理事会   

ウ 評議員会  エ 監査会  オ 評議員選定委員会  
 カ 表彰審査委員会 
 キ 岩手県消防協会設立 100 周年記念事業実行委員会 

   ク 地区支部連絡会議  ケ 消防長・消防団長・消防担当課長会議 
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(2) 平成２７年度東北地区消防連絡協議会 

<平成２７年７月１６日(木)・郡山市> 
(3) 東北地区消防協会事務局会議 

<平成２７年度 秋田県＞   
２ 協力事務 
 (1) 公益財団法人 日本消防協会関係 
   日本消防協会評議員会 
 (2) 公益財団法人 消防育英会関係 
   殉職された消防職・団員の遺児が発生した場合に、消防育英会の奨学 

生として奨学金が交付されて学業に励めるよう消防育英会の事務に協力 
する。 

  
 


